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いわゆる冠飾句(拡大付加語)をめぐって

山田善久

O. 序

筆者は、先の拙稿で、)冠飾句(拡大付加語、以下EAと略す)が、単一の付加語形容詞とは語順

の点で、異なる行動をとることに着目し、乙れに対して一つの理論的解明を試みた。その論点を要

約すれば、この現象がいわゆる制限的/非制限的用法という意味機能と関わりがあるのではないか

というものであった。乙の考え方の底流には、 SmithからMot sch Iこ至る初期生成文法の考え方
2) 

からの影響があった ζとは否定できない。 しかしながらWeb e r ( 1971 )のように、乙うした意
3) 

味論的な現象は統語論のレヴェルとは全く無関係であるという主張 もあり、筆者も最近はとの考

え方l乙近づいてきているO

そこで、本稿では、もう一度このEAの特異な行動を再検討し、 ζの問題についてより妥当な解

決策を探ってみたL、。

1. 冠飾句の現われる位置

問題となる EAの特異な行動とは、乙の EAが、本来単一の付加語形容詞と同ーのパラディグマ

系列に属する要素であると考えられるのに、単一の付加語形容詞とは異なり、限定詞的なある種の

要素(Quasi-Determinativと呼んでお乙う)の前に位置し得るというととであるo)

Duden-Grammatik (1973)は、名詞の前l乙位置する付加語の語順として次のようなGrund-

schemaを掲げているo ) 

adjektivisch巴sAttribut 
Ar t i k e 1 wo r t Substantiv 

2 3 4 

diese weltere schlechte schulisch巴 Erf ahrung 

dieses andere neue s teuer 1 i che Problem 

melne zwelte gestrige unerwartete Begegnung 
mi t i hr 

乙の図式で adj.Attr.3は、述語的用法が可能な形容詞のクラスで、 EAと同ーのパラデ、ィグマ

系列iζ属すると考えられる。また adj.Attr.1は、とこでいうQuasi-Determinativ のク

ラスで、 ζの図式が示しているように一般に付加語形容詞群の先頭の位置を占めるO したがってEA
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とQuasi-Determinativが共起する場合、次のような語順をとるのがふつうである:

， weiteren、

(1) die 1 anderen f f江rmich sehr aufschluβreichen Erfahrungen 

、 ersten

しかし乙の場合、付加語の位置を入れ替えるととが可能である:

(2) 

， welteren、

die fur mich sehr aufschluβre i chen 1 ande ren r 

、 ersten

Erfahrungen 

以上のwei t e r一， ande r および序数(e r s t -， zwe i t ……)の他、Quasi-D巴terml

na t i vとみなされる主なものとしては、次のような語があげられる:

beid -， vie卜， wenl g ー，基数 zwei，drei ……)， b巴stimmt-，gewis-

乙れはいわゆる数形容詞 (Zahladjektiv)のクラス)である。次にこれらについての実例もあ

げておとう:

be iden 

vielen 

wenlgen 
(3) d i e im Gefangnis gestorbenen Aktivisten 

zwe 1 

bestimmten 

g巴Wlssen 

beiden 

vielen 

wenlgen 7) 
Aktivisten (4) die im Gefangnis gestorbenen 

zwel 

bes t immt en 

gewlssen 

なお同様に数量的な意味をもっているといっても all-，samtlich-や einig-，manch -， mehrer晶
8 ) 

などは、形容詞ではなく Artikelwort(Determinativ)として扱われるので、 Quasi

De t e rm i n a t i v Iζ含める乙とはできない。実際とれらの要素に EAが先行するととはあり得ない:
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EAが単一形容詞次iζEAと単一の付加語形容詞が共起する場合をみると、次例が示すように、
9) 

l乙先行するのがふつうである
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} Aktivisten die (6) 

以上のまとめとしてEAの現われる位置を図式化すると次のようになる。

Subslanliv Adjekt iv Quasi-Determinativ 

be id-

Erfahrung schlecht-ander-viel-

Prob I em neu-wei ter wenlg-

unerwartet-Kardinalzahlen Ordinalzahlen 

bestimml-

gewiB-

' ' l 

' ' 
t 

t 

dies-mein-samtlich-

1 

4 

' ' l 
I 
1 

neterminativ 

a I 1(司)

d -

e 1 n-

j ed-

Plnlg 

manch-

mehrer-

E Aの現われる位置

付加語形容詞と冠飾句2. 

標準的な生成文法の考え方では、付加語的修飾句は関係文構造から派生するものと考えられてい

る。つまり EAも単一の付加語形容詞も基底構造iζ関しては同ーであるとみなされる。それでは、

どうしてEAと単一形容詞の聞に、表面上の現象形態に関して、以上みてきたような差異が認めら

れるのであろうか?

EAはこれをまったく表面的レヴェルでの現象とみなすことである。つまり、一つの考え方は、

句の構造をなし、単一形容詞は語であるO ζの外形的な差異が最終的な(表面構造としての)語順

形態的に一語のものは後にしか

現われないとする考え方である。つまりとれを理論的にみるならば、変形部門iζ不適格な語順をも

っ構造を排除する何らかのフィルター機構込設定しておくだけで事は足りるo

に影響を及ぼし、句の構造はQuasi-Determinativの前後に、

あるこのEAのみではなく、しかしながら、 Quasi-Determinativの前に位置し得るのは、

種の単一形容詞もまたとうした可能性をもっ。例えばgle i chーがそうである:
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また、乙れに類する現象は solch-，derartigーにもみられる:

(8) 
? solche zwei 、 11)

Wi r haben 1 } GI aser gekauf t. 
derartig viele J 

例(8)のような場合、容認可能性の度合はインフォーマントによって偏りがあり、またderartig

は乙の場合無語尾の形しか許されないので (*derartige viele)、ふつうの形容詞と同等に

扱うととはできないように思われる。しかしながら、少なくとも、単一の形容詞で EAの前に位置

し得るものがあるという事実は、との問題の根拠をまったく表面的・外形的な要因にのみ求めるこ

とに無理があることを示しているように思われる。

もっとよい解決策を考えてみよう。一つの手がかりは、今述べた gleich-，solch-， derar-

t 1 gー といった形容詞には、ある特徴的な意味的パターンがあるということである。つまり乙れ

らは、文脈の前後関係の中で、述べられたり、話題となったり、あるいは前提となっている具体的
12 ) 

な特性を指示する働きをもっている。'つまり一種の代用形(Proform)として機能する:

f日rmich sehr aufschlusreiche 、
t Erfahrungen 

schlechte 

↓ 
(9) 
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そしてとの場合、指示されるものがEAであれ単一形容詞であれ、いずれにせよ文(命題)に還

元できる性質をもっている。 ζのととから gleichーのような形容詞は、形態面からは一語である

が、実質的には文内容に相当するものを含意しており、その意味でEAと同ーのパラディグ7系列

に属する要素と考える ζ とができるように思われる。

さらに、 ζれらの形容詞が副文構造(daβ-Sa t z，関係文)の補助部を伴い得るという事実も、

乙の主張を強める証拠になるだろう:
13) 

Es war 巴ine solche Kalte， daβsogar die Ostsee zufror. )
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Die Militaristen betreiben eine solche Politik， die den Frieden 
13) 

geIahrdet. ' 

d
u
H勾

h
H
H
V
 

Sie trigt das gleiche Kleid wie das， das sich Ilse gestern 

gekauft hat. 

Ù~ Das Auto fuhr mit einer derartigen Geschwindigkei t gegen den 

14 ) 
Ba um， d as e s s c h r 0 t t r e i f wa r . 

なお上例のうち同(b)に関して一言してお乙う。乙の例はたまたま見つけた例だが、原典では形容
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詞 solchーを取って関係文だけにする方がよい旨の記載がある。インフォーマント・テストの結果

もso1 chーに強勢を置くという条件で何とか許容される程度のものである。しかしながら、との

構造と関係文だけの構造、それに乙れらとパラフレーズの関係にあるとみなされる EAの構造を、

次のように並置してみると、乙の場合の solchーという形容詞が文の構造(関係文、 EA)と関わ

りをもっ様子がよく理解できるであろう:

eine solche Politik， die den Fried巴ngeiahrdet 

駐車 { 巴ine Politik， die den Frieden gefヨhrdet

、eine den Frieden gefahrdende Politik 

とれまでの観察から次のような結論を導き出す乙とができょう。

「何らかの意味で文につながる要素が、そして ζれのみが、 Quasi-Determinativの前に

位置し得る。J

と乙で確認しておかなければならないのは、その他の形容詞、つまりQuasi-Determinativ 

の後lと位置するふつう単一形容詞は、従来一般に信じられてきた取り扱いとは異なり、文の構造

(つまり関係文構造)とは本質的に関係がないのではないかというととであるO むしろ ζれらは

付加語形容詞の構造そのものを基底構造と考えた方がよいように思われる。同様の主張は先の拙稿

でも述べたが、乙乙で乙の論拠の支えとなる理論的根拠をあげてみるととにする。次の例をみてみ

よう:

)
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い

e i n f 1 e iβiger Schuler 

ein Schuler， der fleisig ist 

これら二つの例は、ふつうの生成文法の考え方では、同ーの深層構造をもっとされる。つまり同義

と解釈されるのであるが、完全に同義であるかといえば、実はそうではないou4l(a)はもちろん i(学

業に対して)勤勉な生徒」というととであるが、同(b)の方は、 乙の解釈も場合によっては成り立つ

けれども、むしろ学業の他にも一般的な性質・人柄の点で「勤勉なたちの生徒」という解釈がふつ

うである。こうした付加語形容詞の構造と関係文構造研司に意瑚句なズレがあるζとに着目し、これを

明らかにしたのはBolinger ( 1967 )である。彼は凶(a)のような修飾様式を「指示修飾(refer-

ence modification)J、ω(b)のような修飾様式を「指示物修飾(r巴ferentmodifica-

tion)Jと呼んでいるO )試みにとの差異を論理記号を使って表すと次のようになるだろう:

f (a) ] x (FLEISSIG-SOHULER(x)) 動勉な生徒である xがいる
間{
l (ゆ lx((SCHULER(x))&(FLEISSIG(x)))動勉でありかつ生徒である

xカまし、る

つまり f1 e isi gー という形容詞は、前者ではSchuIerという名称そのものに度嘱しているのに対

して、後者では Schulerという名称を冠せられている個体としての人物に関係していると考えら
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れる。別の言い方をすれば、指示修飾が名称l乙内包としての特徴をつけ加えることによって名称、を

特殊化する機能をもつのに対して、指示物修飾は名称の外延の一つを記述するものであると考えら

れる。

以上述べてきたところから明らかなように、関係文構造はすべて指示物修飾であるといえるが、

付加語形容詞については、乙の指示修飾/指示物修飾の境界が定かではない場合が多い:
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乙れらの例で、 groβー schon-， hubschーはそれぞれの名詞によって指示される指示対象の

性状を記述している、すなわち指示物修飾であるとも考えられるし、単Iζ名詞に一つの特徴を付加

する ζ とによって下位概念を生み出す一種の類別のはたらきをしている、すなわち指示修飾として

機能しているとも考えられる。前者の場合は、関係文構造が根底にあり、後者の場合は、乙の付加

語形容詞構造そのものが基底構造であるとみなされよう。乙のように単一の形容詞であっても、根

底iζ関係文構造が想定され得る可能性は当然ある。乙の ζ とと関連して一つの問題点が生じてくる

が、乙れについては最後のととろでふれることにする。

さてらL上付加語形容詞に指示修飾/指示物修飾というこつの異なる修飾様式があるということを

みてきた。そしてこの差異は先にみたEAと単一の形容詞の対立に、そっくり置きかえて考える乙

とができ、乙の対立を意味論的観点から補強する論拠になるように思える。換言すれば、乙の対立

は、決して表層のレヴェ Jレでの現象ではなく、本来深層のレヴェノレで考慮されるべき問題なのであ

る。この深層のレヴェルでの対立は、Quasi-Determinativが介在しない場合は目につかない

けれども、たまたま乙れが現われる際lζ、その前l乙位置するか後に位置するかという表面上の差異

として顕在化してくるのである。

乙れまでの議論の要約として名詞句内部の付加語の配列順序の関係を略述すれば、次のようにな

ろう:

De tー((指示物修飾)ーくQua s i -D e t )-ー(指示物修飾)) 一(指示修飾) -N  

-W 
典型的にはEA EAおよび単一形容詞 単一形容詞

乙乙でなお、上の配列順序になる必然性を明確に示してくれる論拠を一つ援用しておきたい。
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Grub巴r(1976 )は、標準理論で下位範ちゅう化の際に導入される C::!::konkretJ、〔士be-

lebtJなどの弁別的素性を、 S，NP， VP， N， Vなどの文法的範ちゅう記号と同等にみなし、

KONKRET， BELEBTなどもっぱら正の値のみをもっ意味的範ちゅう記号を基底部門iζ導入

するという独自の理論を展開しているO 乙の関連の中で彼は、付加語形容詞の派生様式についても
16 ) 

言及しているO 彼によれば、例えば、
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のような句は概略闘のような基底構造をもっとされる:

仕掛 N 白骨 NP 

S N 

企
KONKRET 

KONKRET 

BELEBT 
BELEBT 

ALT 

MANNLICH MANNLICH 

ALT 

# a 1 t # #mann 1 i ch # #Tier # # a 1 t # # m "an n 1 i c h # # T i e r # 

# M'annc hen #
 

闘でMANNLICH，BELEBT にそれぞれ別個の形式素が代入されれば日(誠になり、単一の形

式素が代入されれば間(b)のようになるO ここで注目に価するのは、 MANNLICHがBELEBT

l乙支配されており、 ALTがさらに上位のカテゴリーであるKONKRET(ζ支配されているという

ことである。 ζれはMλNNLICHが有生名詞の集合とのみ共起し、 ALTがもっと広範に具象名

詞のすべての集合と共起し得るという各形容詞的カテゴリーの選択的特質を反映したものである。

このことから彼は、 a1 tとmannlichという二つの形容詞が並べられる場合、仰にみるような逆

順が許容されないという事実を説明しようとしているO
17) 

ω1) *das m百nnlichealte Tier 

しかしながら我々の現在の関連でもっと重要なのは、意味論的に名詞の内包的特徴とみなされる

BELEBTとかKONKRETとかいうカテゴリーに形容詞が支配されるという点である。 Gru

be rはそのような議論を全くお乙なっていないけれども、乙れは我々が以上でみてきた指示修飾の

形容詞の構造的特徴を明示的なかたちで表現し得たものと言えないだろうか? もしとういうふう

に考えられるとしたら、もう一つの指示物修飾の形容詞はどのように明示できるだろうか? 指示
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物修飾の形容詞はすでにみたとおり文を含意しており、典型的には関係文のかたちで実現するO と

乙ろでとのSというカテゴリー自体は、もちろん選択的な制限はなく、 N(名詞)というカテゴリ

ー一般に付加し得るだろう。そ乙で間(a)のaI t を指示修飾ではなく指示物修飾と解釈すると、そ

の構造は刊のようになるのではないかと思われる。との仰の句構造標識は、付加語の語順が必然的

lζ、指示物修飾→指示修飾→名詞、という順序になることをよく明らかにしていると思うO

最後になお一つの問題についてふれておきたし、。闘もその一例であるが、指示物修飾としてのEA

が関係文とパラフレーズの関係にあるならば、関係文から付加語的修飾句という変形の段階で、 EA

ではなく単一の付加語形容詞があらわれる可能性もある。例えばω(atう3らI!l)(b)への派生の過程であ
る:

，(a) viele Menschen， die fleisig sind 
帥{
'(b) *fleisige viele Menschen 

制(ゆがノーマjレな表現ではない乙とはどのように説明すべきであろうか? ζれは次のように考え

ることができるように思われる。すなわち、乙れは乙の章の冒頭でもふれるところのあった解決策

であるが、帥(ゆ¢場合、表面構造のレヴェ lレでの適格性が問題となっているのではなL、かという乙

とである。つまり fI e iβIgーのような特性記述形容詞(ωalitativa)が単独でQuasi -De-

terminativの前に位置するような構造は、深層のレヴェルではともかく、変形部門の出力すな

18 L 
わち表面構造としては、そもそも不適格である、ぞれゆえ先に述べたような何らかのフィ jレター機

構の働きにより、乙うした構造の生成が除外される、という ζ とになろう。換言すれば、乙の問題

は文法性(Gr amm a t i k a I i t oa t )の問題ではなく容認可能性 (AkzeptabiI i tヨt)の問題、す

なわち言語能力 (Kompetenz)の問題ではなく言語運用 (Performanz)の問題であると思わ

れるO

30 結 語

以上EAの特異な行動という乙とを問題に、実は付加語的修飾匂には二つの異なる派生の経路が

ある乙とを明らかにし、その理由づけをお乙なってきた。一つは典型的にはEAのかたちで現われ

る関係文構造が根底にある場合であり、今一つは付加語形容詞そのものが基底構造となっている場

合である。つまり派生経路二元論であるO しかしながら、生成文法学者の大勢は、依然として派生

経路一元論であり、すくなくとも現状では明確な定式化が困難なように思われるけれども、可能性
19) 

としてはすべての付加語的修飾句を基底関係文構造に一本化できるものと信じているo 乙れに固
20) 

執する理由はいくつか考えられるが、その主なものとして理論の簡潔性というととがあげられよう O

つまり、もし二元論をとるならば、形容詞と名詞の間にある同じ選択制限を、名詞句の内部と文の内

部で重複して述べなければならないという問題である。しかし本稿で観察してきたようなEAと単
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一形容詞の配語行動上の差異、およびとれの支えとなる意味論的証拠乙れらの事実から目を背け

るととはできないだろう。我々は理論上の簡潔性が事実の観察lζ優先されることがあってはならな

いと考えるO

(追 記: 言語文化部外国人教師SonjaAstleyさん、 IAY講師 IngeHoppnerさんには、

インフォー 7 ントとして、筆者の質問lζ快くお答えいただいた。末筆ながらお礼を申し上げたい。)

j主

1) I前位形容詞の有標配列についてJ(北海道大学文学部独語独文科研究年報第 6号 1979 

年)S， 49-68， 

2) Sm i t h， C， S， ( 1 964 )， " De t e rm i n e r s a n d Re 1 a t i ve C 1 a u s e s i n a Ge n e -

rative Grammar of English，“ In Language 40， S， 37 -52， 

Motsch (1964， 1965)参考文献表参照。

3) We b e r. H， (1971) S， 22-24 

4) との現象自体はすでに前掲の拙著「前位形容詞の有標配列について」の中でふれると乙ろが

あった。

5 ) Du d e n -Gr amma t i k ( 1 9 7 3 ) S， 6 31 

6) Duden -Grammatik (1973) S， 230ff，なお数形容詞にはさまざまなものがあり、そ

の多くがQua s i -De t e rm i n a t i vであると考えてよいと思われるが、正確には個々の要素に

ついて具体的に検討してみる必要がある。ととでは主要と考えるものだけをとりあげた。

7) v i e 1 wen i g - zwe iについてはインフォーマント間で容認可能性について差があった。

しかし一人のインフォー 7 ン卜については、完全に容認可能との回答だったので、乙乙では許

容度を広くした場合という条件で、いずれも容認可能と判断した。なお zweiなど基数の場合

乙うした実例を見つけるのはさほど困難ではない:

die im Mai von Pol isario -Front ← Terroristen gefangengenommenen acht 

franzosischen Techniker 

di e in dem Buch versammelt巴n 4 1 g a n z se i t i ge n R巴produktionen(&上FAZ)

8) Duden -Grammatik ( 1973) S， 270ff. 
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9) unerschrockenーの場合は位置の転換が可能であるが、乙の場合Kommaが挿入されるの

がふつうである。

die unerschrockenen，im Gefangnis gestorbenen Aktivisten 

しかし乙うした例は等位接続の構造とみなされるので、段階的な修飾構造が問題となっている

本稿の議論に直接関わりあうものではなく、別に考える必要がある。

1 0) 乙れに類する装置としては、 Ro s s ， J. R. ( 1967 )、 .Constraints on variables 

i n sy n t ax.“unpubl ished Ph. D. dissertat ion，M. 1. T. の提案した出力条件

(output condition)やPerlmutter，D.M. (1971 )， Deep and surface struc-

ture constraints in syntax.New York. の表面構造制約(surface structure 

constraint がある。

11) solche zweiという構造は、筆者のお乙なったインフォーマン卜・テストでは容認不可能

との結果が出たが、 Heidolph/Flamig/Motsch(1981) S. 263では、乙の結合が許

容されるとしている。例もこ乙から採ったものである。

12) Engel ( 1970 ) S. 105は、乙れらをAnaphorikaと呼んでいるO

13) Agricola， E.( hrsg. ) ( 1973 )， Worter und Wendungen S. 582より引用。

14) Duden -Grammatik (1973) S. 243より引用。

1 5) 関連する議論としては、安井稔他~形容詞(現代の英文法7)研究社 1976年 S.167ff. 

16) Gruber(1976)S.246-8. 

1 7) 乙の構造はmannlichーに強勢が置かれた場合容認可能となる。しかし ζ こでは無標の場合

を問題としている。

1 8) 乙れはいわゆる「知覚処理方式(perceptual strategy)Jと関係してくる問題であるO

つまり、特性記述形容詞などの単一形容詞は、話し手と聞き手の認知のもっともふつうの仕方と

しては、その後に名詞か単一形容詞がくる乙とが予想されるので、数形容詞のようなQuasi-

De t e rmi na t i vがこれに続くと唐突に感じられ、発話の自然な流れが阻害される。それゆえ

容認不可能になるのではないかと考えられる。なおperceptual strategyという用語につ

いては、安井稔編、新言語学辞典研究社 1975年 S. 559ff. 

1 9) 例えばMotsch(1967)， Sussex (1974)などO

20) Sussex ( 1974) S. 124ff. 
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